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島根原子力発電所2号機における 
ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料の使用に関する 

原子炉設置変更許可申請書に係る補正書の提出について  

  当社は本日，平成18年10月23日に経済産業大臣に提出した，島根原子力発電

所2号機におけるウラン・プルトニウム混合酸化物（以下「MOX」という。）燃料の使

用に関する原子炉設置変更許可申請書を一部補正する補正書を経済産業大臣

に提出しましたので，お知らせします。 

  今後，本日提出した補正書も含めて，経済産業省において引き続き審査が行わ

れます。 

  当社は，今後とも地域の皆さまのご理解をいただきながら，安全確保を最優先

にプルサーマル計画を進めてまいります。  

 

【補正内容】 

  今回の補正は，原子炉設置変更許可申請書の記載内容を以下のとおり変更す

るものです。なお，本補正内容は，いずれもMOX燃料の仕様等を変更するもので

はありません。 

 

1.   ほう酸水注入系（注1）作動時の未臨界性評価手法(注2)の変更

 
  ほう酸水注入系作動時の未臨界性評価手法について，三次元解析による

詳細な評価手法が確立されたことに伴う変更

2.   国勢調査結果データ更新に伴う仮想事故線量評価の変更

 
  平成12年の国勢調査結果に代わり平成17年の国勢調査結果を使用したこ

とにより，人口分布等が変更になったことに伴う仮想事故線量評価の変更

3.   記載の明確化

 

（注1） 原子炉運転中に制御棒が挿入できない場合でも，原子炉に中性子

吸収材のほう素を注入することにより原子炉を停止する設備

（注2） ほう酸水注入時に原子炉が確実に未臨界となることを確認評価する

計算手法

 

以上




